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羊毛害盛 の蝕宵と温度との関係

農 相

山 田 保 治

描 'rj

本誌第三既に於で述べたる如 く､我が園本州の如き温帯地方で勘 主要羊毛寄島の観ては､

冬季は幼魚の状態で越年し冬季寒冷の問は所動を停止するLl低促のために啓轟が活動停止に到

る限則粗度を知ることの､蝕害防止上雷撃研究番ユ酎)-ヴ戸あることは第--報に於て蓮べ七忠

いfL･J.由って筆者は之等羊毛害意のうち､我が囲に於で臓も麓要享硯されて居る,｢ヒメマルカツ

L'ヲブシムシJ.rt:メカツヲブシムシーLrイガ｣.｣~コイがJV)4種矧こ就凱 此限鼎線度を免ほ

に報せして置いれ 更に昭和 14年 l()月串り昭和 15年 3月に亙 りて､rIコでガJの幼虫に就き

て鷺験を行机 佃は｢ヒメマルカツヲプシムシ｣と｢ヒメがブヲブシやシ｣の幼魚に就きても､再

検討を行払たるが､此間種に蹄しては第一報に於け畠成績と格好同様の結鵜を得たので､省略
I

することとし､rPイガ｣の勃畠に就きての鷺験成績の概要を以下記適することとする､,

本文を革するに常 りて懇切なる助言を典へらYLL寒川博士に深甚放る謝意を衣すると共に､

窺展及び梨園に多大なる助力をせられたる粉塵葦四郎氏と､本研究調査に終始助力せられたる

谷口久代氏に厚 く感謝の意を表す..

驚 験 の 方 法

資験期間 昭和 14年 10月22日乃至昭和 15年 3日19日､計 1割)L=I聞LJ

供試尾轟 rコイガ｣Tin帥labisellielaHulnPSOn,の劫艶 齢期は不明怒れども,租常成長

せるものばか りでY茸随期間中に少な資は1臥 多tJ1のでは3回脱皮し 賛助終

了後3月20日より4月30日迄の閑に絶て嚇化してしまったu此蜜験に使用した

勃轟の数抵25槌であるo

l
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供 訊 布 仁唖を旭｢を て 1)二ノ_僅 便 宜上略 粁5セ ンチメトーートル角に朝･｡て用払れ

飼 育 容舘 上り,IJ･>ヤ･1-I-JJ丙種 7･ヒンチメ-トル､開 き:トヒン′ナ ノく･-1､,I,Jのもの歓使用し

たr二､

飼 育 吏 京大農塾部鹿曲堺研究墓円暖頬ty)設備なき､略ぼ暗盤に等Lい基盤宥:施し無蓋を

位用したL,

泥 要 憩 臥 一週開巻E=]記温暖計にて記錬｡

供試布 1枚と､供訳勃曲 1-匹を､ 各 1偶の容器に入れ. 同様d)もの'25個を連 日.毎 日午前

9時より正午迄の悶rL, 劫晶の触寄状況を観察の上記鋒し､師事されたる供訳布は5円日毎に
el

取襖へると共に. 其際之等 <15匹の幼鈍が､ 5日間に蝕撃した両横射刈宜しで､ 其合計を記録

した､触宰両横測定の方法は､蝕審された両積がL方眼紙 ◆1ミ1)メ- トル角を1としで計算 し之

gLが曳何程に常るがを測ったのである､.槻察記銀の大要は別表に記す通 りであ り､丈､湿度と

蝕寄両横を封照せる曲線は別rELl.'Jに示す通 りである､､

rコイガJ幼鹿U)蝕害面積 と温度に閥する記録

l:昭和14年 lO月乃至昭和lf;年 :･3月)I

滞我執



23

下 帯 -;瀧 虹 秤 一言=if"1叫 ミ1月 t3㍍,[7I/. // i.lJE.''FJ'J J/ ':l7日･'/ //-_J).ql一I/ ..//i!-:Jl-i博 ｢

･ロト 昭 和14年19月 tlH// /) 7一三一// /J Lq目// /J ftR// // 10Ef節 T 一山 ¶ ｣∩

ll // tq.0 99 //

二 一号~〝r. .0 9.3. J/ .∩

･十 , ー01 m/;丁 昭和1三;年 9月1.1日,/ // II}lt/) /J lHHI/ // 一丁H// // lFil=J節

I i / .0

･i-,..L ,/ 那 卜

千

17.ド .り 虫肖 /I

∴ 29 卜



24

側 軸 親

･･三g
配
.:帆

Ljイが 納轟 の一触 官 と温 度との関係
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概 括 と 結 論

(コイがJuj勃韻はその食糾たる.rモ-/,I)ンJ.毛布､羅紗､其他の呈巳織物を噛切 り､之を材

料Lとて､吐川せる軒 E.摂 り合せて農を造るLj准って.rコイガ一朗曲の加軍政､劫轟白身の食

･物とするばか りで放く､幣展.Qjfe=めの蝕賓も加へられる故に.frヒメマルかyヲブシムシJ,著

しく札 ｢ヒメj'Jtリヲブシムシ｣などの勃糸よりも､加審程度に替し酎日蓮を見ることは､注意

を賓する鹿である.｡而して.｢コイれ1勃鹿の加賓は-∴臥 布の周蹄､中央の.義則なく行な揺

れるやうT3:れども､大体に於て､.布の周縁著しく臥 周縁に掛 .､部分が多く観客される傾向やi'

あるL,｢ヒメマ宣カツヲブシJJtシJW ヒメがンヲブシムシJの幼歳にありては､その蝕痕は概L

で穿孔的であるが､rコイガ｣の幼虫は同--欄牌を掘 く触審する傾向のあることは､前記の二極

と明らかに隈別される塵である∪

耐して､晩秋粗度の下降にともな払て､触客面積は攻第に減少して行き､蓬糾ま､軸組は殆

んど静止状態となサ こ観客を停止Ly.静柳窪U)上昇にともなひて､蝕宰面積が増大することは､

別表と曲締とによって明らかに示されて居る､-,

此饗験でrコイカしけ)幼盛が活動即ち敗軍を明らかに停止 Lfc期日は､昭和 14年 12月20日

町 だ翼車娘審議雄舶冶したの軌 昭利 15年 2月28日頃からであるが､此期間中に於て､昭和 14

年 12月.'別)日と昭和 15年 1月19EL 及び噸和 15年 2月18日頃の3回､極め7:燦かで披ある

が蝕零して居る〔-3回共に湿度が急に少しく高まった時であることは性悪を要するL,

斯 くの如 く線度が短時間なりとも､幼魚の活動に適する状態にまで連するときは､ただちに
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触啓を開歩合計ることは､･如 印こ劫抽叫 fI捕旺渦度が碩亜即 封係にあるかと云ふこと捌 l僧 に物

語って居る｡､記録表にはHTの平均湿度教示1/亡酎 漆 が.幼商が蝕督するか秦か私 基日の

放低粗度に左右せられることが.極めて馨るしいや引仁者察せられる｡此驚晩期闇を通じての

液低線度は,昭和 15年 lT=127日頃の軸比5鹿であったU

而して､春季に於ける蝕審両横は.秋季に於けるが如 く大ならすと雄も､其滑長が渦度の高

低L/C左右せられて居る事寛政､記録と曲線で明らかに考察することがH摩 る(,

JjLとの驚験経基によれば, 1日の最低温度が抽氏の5姥以下になる痩せは､｢七 イガJの柏常

成長せる幼曲では､鯉尊宅銅段階tJ､之以下に倒 1一ば蝕賓は停止する､.和して,例-冬季と雑 も

之以上に渦度が上昇すれば､ただちに蝕磐石雄日始する｡此奉賛は此闇幼蝕の執寄防止上賞嬰放

る一一資料 と侶するし ｢終り｣


